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令和７（２０２５）年度 宝塚医療大学 入学試験 総合型選抜 ＡＯ基礎能力試験 A・専願型 後期/Ｂ・併願型

中期日程 数学 解答と出題のねらい 

【１】 
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【2】 （１）地点Ｃと地点Ｄは水平より，Ｄの標高はＣの標高と同じ。 

 

 

 

 

 

        ベージュと青に着色した２つの直角三角形に注目する。 

        地点Ｃの標高＝Ｂの標高＋地点Ｂと地点Ｃの標高差 

=AB𝑠𝑖𝑛10°＋BC 𝑠𝑖𝑛14°=200𝑠𝑖𝑛10° + 100𝑠𝑖𝑛14° 

= 200 × 0.174 + 100 × 0.242 = 34.8 + 24.2 = 59.0         

地点Ｄの標高は５９．０ｍ 

                                          答え ５９．０ｍ 

 

 （２）薄赤に着色した直角三角形に注目する。 

 

 

 

 

 

 

        薄赤色の三角形と⊿ＤＥＦは合同である。 

        ＥＦ＝ＤＦ𝑡𝑎𝑛66° = 59.0 × 2.246 = 132.514  小数点第１位まで求めると，ＥＦ＝１３２．５ｍ 

                                           答え １３２．５ｍ 

   

 （３）（１）（２）で注目した３つの直角三角形から 

        ＡＥ＝AB𝑐𝑜𝑠10°＋BC𝑐𝑜𝑠14° +ＣＤ＋ＥＦ＝= 200 × 0.985 + 100 × 0.970 + 50 + 132.5 

           = 197 + 97 + 50 + 132.5 = 476.5 

答え ４７６．５ｍ 
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【3】 （１） 𝑦 = 𝑥2 − 𝑝𝑥 + 𝑝 = (𝑥2 − 𝑝𝑥 +
𝑝2
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 (2) ①のグラフが，𝑥軸と接することから，−
𝑝2

4
+ 𝑝 = 0   

𝑝2 − 4𝑝 = 0 より，𝑝(𝑝 − 4) = 0 から， 答え  𝑝 = 0または𝑝 = 4 

    

（３） ①のグラフの頂点の座標は,(
𝑝

2
, −
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4
+ 𝑝) 

        頂点が第１象限にあることから，0 <
𝑝

2
かつ 0 < −

𝑝2

4
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−
𝑝2

4
+ 𝑝 > 0より，𝑝(𝑝 − 4) < 0から，0 < 𝑝 < 4  

これと 0 < 𝑝 との共通部分は，0 < 𝑝 < 4    

 答え 0 < 𝑝 < 4   

 

（４） ①のグラフの頂点が第４象限にあることから，0 <
𝑝

2
かつ −

𝑝2

4
+ 𝑝 < 0 

−
𝑝2

4
+ 𝑝 < 0より，𝑝(𝑝 − 4) > 0から，𝑝 < 0, 4 < 𝑝  

これと 0 < 𝑝 の共通部分は，4 < 𝑝    

答え 4 < 𝑝 

   

 （５） ①のグラフが，𝑥軸の正の部分と負の部分とそれぞれ１点で交わるためには， 

グラフの描く放物線が下に凸であることから，𝑦切片＜０であることが必要十分 

したがって，𝑝 < 0 

答え 𝑝 < 0 
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【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試とも一貫して，３題中２題が記述式の大問，残る１

題が短答式の小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためであ

る。これが入学後，医療系の学問修得に必須の力となる。 

【１】 短答式小問集。因数分解の公式の適切な運用，確率における根元事象の考え方，三角形の内角の二等

分線にまつわる幾何学の基本定理の理解度を試した。 

【２】 立体的な場面設定から，求めるべき距離を含む直角三角形を的確に切り取ることができる思考力と判

断力が必要である。それができれば，あとは三角比の定義理解と正確な運用のみ。 

【３】 ２次関数の平方完成が正しく計算できるか 

平方完成の持つ意味を正しく理解できているか 

     ２次関数のグラフと x 軸との共有点の位置から，係数の条件づけが正しくできるか 

 

 


